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２０２５年 2 月２５日(火) 

２３７４号 

戦
後
・
被
爆
８
０
年
の
年
を
迎

え
、
１
月
２
５
日
２
６
日
京
都
嵐

山
で
関
西
原
水
協
学
校
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
全
体
で
７
０
人
の
参

加
で
、
大
阪
か
ら
は
１
８
人
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

第
１
講
義
は
、
日
本
共
産
党
副

委
員
長
・
国
際
局
長
の
緒
方
靖
夫

さ
ん
は
、「
内
外
情
勢
と
反
核
平

和
運
動
の
発
展
の
た
め
に
」 

 

被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
の
意
義
と
、
一
方
で
ロ
シ
ア
の

核
兵
器
使
用
基
準
引
き
下
げ
や
、

ア
メ
リ
カ
の
核
兵
器
使
用
計
画
指

針
な
ど
核
兵
器
を
め
ぐ
る
危
険
な

状
況
に
触
れ
、
来
年
開
催
の
Ｎ
Ｐ

Ｔ
再
検
討
会
議
の
重
要
性
を
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
の
状
況
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
験
、
中
国
と
の
関

係
、
欧
州
の
極
右
の
台
頭
、
世
界

を
視
野
に
入
れ
た
学
び
多
い
お
話

で
し
た
。 

第
２
講
義
は
、
高
知
太
平
洋
被

災
セ
ン
タ
ー
共
同
代
表
の
濱
田
郁

夫
さ
ん
の
「
ビ
キ
ニ
事
件
か
ら
７

０
年―

核
廃
絶
を
願
っ
て
」
１
９

５
４
年
の
ビ
キ
ニ
環
礁
水
爆
実
験

被
害
以
降
の
取
り
組
み
と
歴
史
的

な
位
置
づ
け
、
特
に
高
知
で
の
調

査
や
裁
判
闘
争
に
つ
い
て
、
詳
し

く
わ
か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。
３
．
１
ビ
キ
ニ
前
に
学

び
た
い
内
容
で
し
た
。 

第
３
講
義
は
、
日
本
原
水
協
事

務
局
長
の
安
井
正
和
さ
ん
に
よ
る

「
被
爆
８０
年
、
２
０
２
５
年
を

核
兵
器
の
な
い
世
界
、
非
核
平
和

の
日
本
へ
の
転
換
の
年
に
」。 

安
井
さ
ん
は
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

授
賞
式
の
様
子
を
紹
介
さ
れ
、
受

賞
の
意
義
を
①
核
兵
器
廃
「
絶
へ

の
大
き
な
希
望
②
核
破
局
の
瀬
戸

際
」
に
鋭
い
警
告
③
被
爆
者
と
と

も
に
、
新
た
な
た
た
か
い
の
出
発

点 

と
３
点
に
ま
と
め
て
報
告
。

日
本
被
団
協
結
成
の
歴
史
、
核
兵

器
禁
止
条
約
採
択
に
至
る
経
緯
、

世
界
の
核
を
め
ぐ
る
情
勢
と
私
た

ち
の
任
務
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。「
核
抑
止
論
」
を
払
拭
す

る
た
め
に
、
被
爆
者
の
証
言
を

「
非
核
日
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

中
心
に
位
置
づ
け
よ
う
と
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。
核
の
タ
ブ
ー
を

守
り
続
け
る
努
力
を
し
よ
う
と
決

意
し
た
原
水
協
学
校
で
し
た
。 

 

奈
良
市
は
２
０
２
３
年
に
自
衛

隊
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
、
１８
歳

と
２２
歳
を
迎
え
る
市
民
の
個
人

情
報
４
項
目
（
氏
名
、
住
所
、
性

別
、
生
年
月
日
）
を
本
人
の
同
意

な
く
提
供
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
も

と
に
自
衛
隊
が
入
隊
勧
誘
の
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
送
付
し
た
こ
と

は
憲
法
１３
条
で
保
障
さ
れ
た
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
侵
害
す
る
と
し

て
、
同
市
在
住
・
高
校
生
３
年
生

（
当
時
）
の
Ｒ
Ｙ
Ｕ
さ
ん
（
仮
名
）

が
、
昨
年
３
月
、
国
と
市
を
相
手

ど
っ
た
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
を
奈

良
地
方
裁
判
所
に
起
こ
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
Ｒ
Ｙ
Ｕ
裁
判
で
す
。 

原
告
代
理
人
の
毛
利
弁
護
士
は

「
奈
良
市
民
の
利
益
を
重
視
す
べ

き
市
長
が
市
民
の
不
利
益
を
被
る

こ
と
を
執
行
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
弁
論
。
ミ
ニ
講
演
で
は
諸

富
弁
護
士
が
「
国
と
奈
良
市
の
指

定
代
理
人
重
複
問
題
」
を
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
「
国
と
奈
良
市
の
指

定
代
理
人
が
同
一
で
、
国
の
職
員

が
代
表
と
し
て
準
備
書
面
に
押
印

し
て
い
ま
す
。
国
と
奈
良
市
の
利

害
は
対
立
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
市
民
の
命
を
守
る
べ
き
地
方

自
治
体
は
国
の
命
令
に
抵
抗
す
べ

き
で
す
」
と
。 

こ
の
裁
判
の
な
か
で
、
自
衛
隊

員
の
賭
命
義
務
、
自
衛
隊
員
の
人

権
、
戦
力
の
な
か
に
は
自
衛
隊
員

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
地
方
自

治
体
と
国
の
関
係
、
地
方
自
治
体

で
の
二
元
代
表
制
な
ど
の
論
点

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

ま
す
。
７０
年
代
の
公
害
裁
判
の
中

か
ら
環
境
権
が
認
め
ら
れ
た
よ

う
な
展
開
が
こ
の
裁
判
か
ら
生

ま
れ
る
予
感
を
持
ち
ま
す
。 

次
回
の
口
頭
弁
論
は
３
月
１８

日
１４
時
３０
分
奈
良
地
裁
で
す
。 

Ｒ
Ｙ
Ｕ
さ
ん
の
勇
気
あ
る
決
断

に
報
い
る
た
め
に
も
多
く
の
方

の
傍
聴
と
署
名
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

       

 
 

 

    

 
 

６
．
９
行
動 

２
月
６
日 

上
六
交
差
点 

被
爆
８０

年
を
核
兵
器
の
な
い
世
界
、 

非
核
平
和
の
日
本
へ
の
転
換
の
年
に 

１
月
２５

～
２６

日 

関
西
原
水
協
学
校
㏌
京
都
開
催 

 

１０月 8日の佐藤弁護士の学習会 

「戦争する国に向けて～変質する自衛隊」 

の DVDができました。 

自衛隊について 

学習しませんか。 

1枚 500円です。 

申し込みは大阪 

平和委員会まで 

１２
月
６
日
、
上
本
町
六
丁
目
交
差

点
で
６
・
９
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
１８
人
で
２０
筆
の
署
名

と
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。 

                              

自衛隊への名簿提供は中止を！ 

署名スタート学習会 
学習会 

自衛隊名簿提供違憲訴訟とは 
～高校生の個人情報を自衛隊にわたすな～ 

講師 愛須 勝也弁護士 

自衛隊名簿提供違憲訴訟弁護団 

４月 10日（木）18：30～20：00 

大阪府社会福祉会館 4F403 

参加費無料 

 

 

自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
は
中
止
を
！ 

 

署

名

を

広

げ

よ

う

！！ 

第
３
回
口
頭
弁
論
を 

傍
聴
し
て 

署
名
は
２
種
類 

奈良地裁宛 違憲性の判断と原告の人権救済 

国宛て署名 名簿提供要請中止を求める 
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沖縄連帯行動 
２月１４日９名で実施 

 

 

          【3 月の行事案内】 

１日(土) 3.1ビキニデー 

５日(水) 第 7回常任理事会 18：00～ オンライン併用 

６日(木)  6・9行動 12：00～上本町六丁目交差点  

７日(金) ９の日宣伝 17：30～ 

     国際女性デー大阪集会 18：30～ ドーンセンター 

８日(土) なくせ原発おおさか集会 14：00～ エルシアター 

14日(金) 沖縄連帯行動 12：00～ 上本町六丁目交差点 

     韓国映画から民主化闘争を学ぶ会 14：00～ 

16日(日) 保険医協会市民公開学習会 14：00～Ｍ＆Ｄホール      

18日(火) RYU 裁判第 4回口頭弁論 14：30～ 奈良地裁  

22日(土) 旭区平和の会総会 14：30～千林くらしエール館 

23日(日) 春の憲法大学習会 13：30～エルおおさか南館ホール 

28日(木) 韓国映画から民主化闘争を学ぶ会 14：00～ 

 

１２
月
１３
日
正
午
か
ら
近
鉄
上
本
町

駅
前
で
「
沖
縄
連
帯
行
動
」
を
９
名
の
参

加
で
実
施
し
ま
し
た
。 

 

道
行
く
人
に
「
辺
野
古
新
基
地
建
設
で

は
な
く
、
普
天
間
の
無
条
件
返
還
を
」「
埋

め
立
て
に
遺
骨
の
入
っ
た
土
砂
を
使
う

な
」
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

親
が
自
衛
官
だ
と
言
う
男
子
学
生
が
マ

イ
ク
を
握
っ
て
「
戦
争
反
対
」
と
訴
え
て

く
れ
ま
し
た
。
１１
筆
の
署
名
が
集
ま
り
ま

し
た
。 

 
 

昨
年
、
１１
月
７
日
、
大
阪
南
港

Ｊ
岸
壁
に
米
軍
の
掃
海
艇
パ
ト
リ

オ
ッ
ト
が
入
港
し
て
き
ま
し
た
。

安
保
破
棄
実
行
委
員
会
、
平
和
委

員
会
、
原
水
協
、
非
核
の
会
の
４
者

で
抗
議
を
し
、
大
阪
市
に
も
「
米
軍

艦
の
大
阪
港
入
港
を
許
可
し
な
い

こ
と
を
求
め
る
要
請
」
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。 

１
月
３１
日
、
大
阪
市
役
所
で
、

こ
の
問
題
で
安
保
破
棄
実
行
委
員

会
、
大
阪
原
水
協
、
非
核
の
会
、
大

阪
平
和
委
員
会
の
６
名
と
大
阪
市

港
湾
局
課
長
ふ
く
め
５
名
で
話
し

合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
中
味
は
、
①
「
大
阪
港
の
平
和

利
用
に
関
す
る
決
議
」
や
「
平
和
都

市
宣
言
」
の
立
場
に
立
っ
て
港
湾

管
理
者
と
し
て
の
権
限
を
行
使
す

る
こ
と
。
②
今
回
の
パ
ト
リ
オ
ッ

ト
の
入
港
に
際
し
て
、
大
阪
港
湾

局
が
外
務
省
及
び
米
国
領
事
館
に

核
兵
器
搭
載
の
有
無
の
確
認
、
民

間
港
湾
に
米
軍
艦
入
港
に
関
し
て

の
見
解
・
根
拠
に
つ
い
て
問
い
合

わ
せ
さ
れ
た
の
か
。
③
大
阪
港
の

軍
事
優
先
の
港
に
し
な
い
よ
う

に
、
市
民
の
安
全
、
安
心
を
保
障
す

る
た
め
に
市
の
態
度
の
変
更
を
求

め
る
。
④
「
非
核
三
原
則
」
を
厳
格

に
ふ
ま
え
た
方
法
の
改
善
を
求
め

る
。
以
上
で
す
。 

ど
の
項
目
に
対
し
て
も
大
阪
市
港

湾
局
は
米
軍
艦
入
港
に
対
し
て
、

国
の
大
軍
拡
方
針
の
も
と
で
は
、

港
湾
局
の
対
応
は
、
市
民
の
安
全

第
一
に
、
懸
命
に
対
応
さ
れ
、
こ
れ

が
港
湾
局
と
し
て
精
一
杯
だ
っ
た

の
か
な
と
思
え
る
回
答
で
し
た
。 

参
加
し
て
思
っ
た
の
は
ア
メ
リ

カ
優
先
、
大
軍
拡
の
政
府
を
か
え

る
市
民
運
動
の
大
切
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
平
和
委
員
会
で
も
、
市
民
の

く
ら
し
に
ど
ん
ど
ん
押
し
寄
せ
る

戦
争
準
備
を
食
い
止
め
る
た
め
、

幅
広
い
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
戦
後
・
被
爆
８０

年
、
今
、
運
動
を
地
域
、
学
園
、
職

場
に
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス
、
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

吉
田
一
江 

コ
ラ
ム 

「
で
も
そ
の
人
が
一
生
か

け
て
た
ど
り
着
い
た
言
葉

が
何
十
年
何
百
年
後
の
人

た
ち
に
受
け
渡
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
お
か
げ

で
一
人
一
人
の
人
生
は
短

く
て
も
、
私
た
ち
は
誰
か

の
言
葉
の
先
に
思
想
を
進

め
ら
れ
る
。
そ
れ
が
読
書

の
醍
醐
味
と
う
い
も
の

だ
。」
光
州
事
件
を
題
材

に
し
た
ハ
ン
ガ
ン
の
小
説

『
少
年
が
来
る
』
の
中
で

出
会
っ
た
こ
と
ば…

だ
っ

た
気
が
す
る
。
（
上
羽
） 

 

わ
が
ま
ち
、
大
阪
湾
の
平
和
利
用
求
め
交
渉 

 
 
 

２
０
２
５
年
１
月
３１
日 

大
阪
平
和
委
員
会 

 

２
月
１５
日 

市
立
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
第
１５
回
天
王
寺
平
和

委
員
会
総
会
を
開
き
ま
し
た
。 

記
念
講
演
は
川
瀬
佐
知
子
さ
ん

（
大
阪
赤
十
字
病
院 

国
際
医
療

救
援
部
看
護
師
）
の
「
看
護
師
が
見

た 

ガ
ザ
」
。 

 
川
瀬
さ
ん
は
、
今
回
の
ガ
ザ
地

区
の
武
力
衝
突
（
２
０
２
３
年
１０

月
７
日
）
時
、
ガ
ザ
の
病
院
で
活
動

を
し
て
い
て
、
直
面
し
た
惨
状
と

ガ
ザ
の
人
々
の
状
況
、
一
変
し
た

ガ
ザ
地
域
で
の
医
療
チ
ー
ム
の
活

動
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

今
年
２
月
１９
日
以
降
停
戦
の
方

向
に
動
い
て
い
ま
す
が
ま
だ
予
断

を
許
さ
ず
、
４
万
６
千
人
以
上
の

方
が
な
く
な
り
、
そ
の
多
く
が
女

性
と
子
ど
も
た
ち
。
現
地
の
人
々

の
「
い
の
ち
を
守
る
」
た
め
の
必
死 

の
言
葉
が
、
講
演
の
中
で
次
々
に 

 

「看
護
師
が
見
た 

ガ
ザ
」講
演
会 

一
瞬
の
う
ち
に
日
常
が
こ
わ
さ
れ
る
「
戦
争
」 

「
あ
き
ら
め
な
い
で
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
求
め
よ
う
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

２
月
１５
日 

天
王
寺
平
和
委
員
会
総
会 

出
て
き
て
、
聞
い
て
い
る
私
た
ち

も
、
「
ガ
ザ
の
人
々
と
繋
が
っ
て

い
る
」
と
実
感
す
る
臨
場
感
あ
ふ

れ
る
お
話
で
し
た
。
川
瀬
さ
ん
の

報
告
の
中
に
「
あ
き
ら
め
な
い
」

「
ど
ん
な
状
況
で
も
、
自
分
に
何

が
出
来
る
の
か
を
考
え
る
」
の
言

葉
が
何
回
か
出
て
き
て
、
聞
く
者

の
こ
こ
ろ
に
強
く
残
り
ま
し
た
。

感
想
文
や
募
金
２
万
１
千
円
も

よ
せ
ら
れ
、
後
日
、「
人
道
募
金
」

と
し
て
届
け
る
予
定
で
す
。 

  

５７人参加 


